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山村（開拓地）の生活時間と消費エネ）レギー

および摂取栄養量調査について （第 1報）
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I はじめに

食品栄養科 菊 地 亮 也

近年人口の都市集中化に伴い農家の労働人口減

少による労働時間と農業従事者の健康管理の基盤

＇になる栄養摂取状況を生活時間と消痰熱濫等の実

態を調査して，今後の山村の保健管理と生活改善

• の資料とするものである。

II 調査対象および調査方法

(1)調査地区•••秋田県南部の山村で湯沢市より約

2 5 Km南に位置し，終戦後入植した開拓地，湯沢

市高松，天矢場・下の岱A ・下の岱Bの 3地区。

・

ゴ

直

n
m

表 1 生活時間調査人員構成

月別 '20オ～29才 30オ～39オi4,0オ～49オ 5 0才 59オ li 計

5月 2 2 4 3 11 

男ー・
l 0月 1 2 3 3 ， 
6月 2 .  3 8 3 11 

女
10月 1 8 8 2 ， 
5月 4 5 '[ 6 2 2 

計
10月 2 5 6 5 18 

(2)調査対象・・天矢場・下の岱A •下の岱B 各地

区の l5世帯から 20オ以上 60オ未満の男女各

1 1名の 22名 (10月は同じ人について男女各

9名の l8名）で人員構成は表 1のとおりである。

対象世帯の平均耕地面積1:I:.22 1.9 aそのうち水

田が25. 8 a,畑 196.laである。

対象世帯の平均年間収入は雄勝農林事務所の調

べによると 2'I1.69 0円で•毎年 1 1月から翌年

4月迄の出稼者が多い。

(3)調査期間•••昭和4, 2年 5月 l5日～ 1'I日と

1 0月 29日～ 31日

(+)調査方法•••生活時間調査は調査の前日に被調

査者を集め•生活時間調査票および同記録上の注

意事項を配布し，記録について説明した上で，被

調査者自身に 24,時間中の行動のすべてを分単位

で 8日間記録させ，これに基づいて消費熱量を求

めた。

個人別の摂取栄養量調査は 1日分の喫食した食

事および間食等と同量の食事をそれぞれ調理形態

別にボリ袋に収納させ買上げをし計量により栄養

摂坂量を求めた。なお調査前に 8回打合せを行い

普通の食事内容とするよう特に指導を行った。

身体症候調査ほ国民栄養調査方式による，自覚

症状調査は問診により．めまい・たちくらみ・心
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臓どうき•息切れ・疲れる・貧血を自覚している

の項目により調査した。

(5鴻計方法•••生活時間調査はまず全員について

個別に計算し，さらに男女別，又生活時間分類に

従つて集計をした。

生活時間分類ば労研社会科学のものを用い，収

入のための生活時間には通勤，勤務•内職を含む

が本調査では缶産のための時間をこれに当てた。

生理的生活時間には睡眠，朝昼夕lllJ食の食事と身

支度』用便入浴の身の廻り時間，医療時間である

家事的生活時間ほ自家菜園，炊事，片付け，裁縫

洗た＜，買物，掃除，家の修理，まきわり，家族

の医療その他を家革（乍莱時間として．授乳，子供

の相手を育児時間，それに家畜の世話時間や家事

雑用上の歩行時間等をその他とし•家事的生活時

間とした。文化的生活時間は通学，学校内の時間

を学校時間とし，運動，散歩を運動時間•読書．

新聞，かきもの，ラジオ，テレビ，娯楽．趣味，

その他を教養誤楽時間，それに交際，休息・雑談

および宗教，喫茶，調査票記入その他の時間と組

合活動に分類されるが、本調査では学校•運動が

なく，教蓑娯楽に交際その他を含め，休息に雑談

の時間を含めて分類を行なった。

消費熱逗の算出tこあたつては，身長，体重より

求めた体表面痰に口本人年令別体表面積 1吋当り

標準基礎代訪豆を乗じ， 1分間当り基礎代謝量を

求め，前記各作莱消盟時間で次式により消費熟量

を算出した。

Wt=BM  (RMR+l.2) t 

w ：毎分当り消費熱握

BM:毎分当り基礎ヽ戊謝熱蓋 t :分

使用した RMRは主として科学技術庁資源局の

産莱労働のエネルギー代謝率の値を用い他は沼尻

氏および労研の測定値を用いた。

摂取栄養逗は買上げした食事をそれぞれ計量し

調理による重量変化指数によって原食品に換算の

うえ日本食品成分表により計算をした。

皿 成績および考察

(l) 生活時間

5月の平均年令は男 3I!. 6才，女 40. 4オ男女

平均 3 9. 8オであった。

表 2 基礎代謝と消贅熱量および摂取熱量並びに平均RMR

I 
男

女

平均

月 乎均年 身 長 代重

別 令 才 cm 均

5 8 9.6 1 6 0.4 5 6.8 

10 4 1.6 l 5 9.7 5 7.6 

5 4 0.0 l 4 9.7 5 L2 

10 4 0.4 15 0.9 5 2.1 

5 3 9. 8 l 5 5,0 5 4.0 

10 4 1.0 1 5 5. 3 5 4,.8 

5月 N＝男l1十女 11

10月 N＝男 9＋女 9

RMR•••••• エネルギー代謝率

体表面 基礎代謝

稼吋 cal令勾 心心 逗 1/m1n

LOO 2 1,88 4 5 7.7 0. 9 6 l 

1 6 0 5 •、 1,3 8 l 5 7.5 0.9 5 9 

l.~ 5 5 1,143 4, 7.6 0. 7 9 4, 

1.4 7 5 1,1 5 7 4, 8.2 0. BO 3 

1,5 2 9 l,2 6 4, 5 2. 7 0.8 7 8 

1.5 4 0 1,2 6 9 5 2. 9 o. 8 8 1 

1日吋肖費 ' 1日勾摂取
B/  A 

主作莱の ．すし必人を除いた

熱量②1凶1熱量caJ.(B) 伶 平均RMR 1日の平均RMR

3,7 9 4, 2,9 5 5 7 7.9 3. 7 - 2.3 8 

3, 3 7 4 2,6 6 6 7 9.0 3. 4 2.10 

2, 9 6 0 2,082 7 0.3 3. 5 2.2 0 

2,8 4, 2 2,6 0 0 9 L5 3. 6 1.9 S 

3, 3 7 8 2,5 l 8 7 4. 5 3. 6 2.2, 9 

3,109 2,6 3 3 8 ↓7 3. 5 2.0 l 
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生 生 乎 均 生 活 時 間 平 均 消 費 熱 量

§ 腐 男 女 男 女
間

5 月 1 0 月 5 月 1 a 月 5 月 月大 小 1 0 5 月 1 0 月`
分 分

時間 =241.0時0間% 時 間
=2410時0間佑

時間
=2410時0間% 時間 召謂 熱量

=総1熱00量% 熱量
=総1熱00量% 熱量

=総1熱00量伶
熱量 =総10熱0量祐類 類

分 分 分 分 ca1 ca]. cal ca1 

収め入のの時間た 生め産の時のた間
568 8a4 546 819 418 29.0 851 24.4 2.660 70.2 2.285 6•6.2 L520 5L4 L810 46.1 
(9.28) (9.06) (6.58) (551) 

望 618 42.6 619 4ao 557 8&7 567 398 650 111 616 1&8 499 I 6.9 498 l'Z8 
(10.15) (10.19) (917) “t27} 

すいみん 498 8ム6 614 8 5.7 448 8 ll 444 8 Q.8 489 l l6 488 1ao 81 4, 1 0. 6 819 1 L2 

食 事 70 4.9 74 5. 1 72 6. 0 84 6. 8 116 ao 1 1 4 a4 116 a. 9 107 . a8 

身の回り 45 a1 8 1 2.2 87 2. 6 8 9 1 2. 7 9 6 2.5 6 4 L9 69 2.4 67 2. 8 

家生事活的時生間
46 a2 42 2.9 8 1 1 2L6 842 2a8 189 5.0 165 4.9 774 26.1 856 80.1 

(. 46) (.42) (5.11) (5A2) 

家事作時業間 84 2. 4 16 LO 268 la6 246 1 1 1 1 4 6 a9 90 2. 7 684 2 &1 6 5 4. 2&0 

育児時間 17 l2 6 a a7 26 (l8 92 a2 

その他 12 (l8 27 L9 26 l8 48 ao 48 LI 76 2.2 65 2.2 11 0 3. 9 

文イ噂間
218 14.8 288 16.2 154 10.7 180 12.5 293 'l 7 858 1 U6 167 5.6 188 6.5 
(55) (3.53) (254. l (3.0 0) 

教養娯楽 124 &6 225 1 5. 6 88 5. 8 160 1 0. 4 169 4.4 8 4 6 1 ll 8 87 2. 9 1 6 6 5. 8 

休 息 89 6.2 8 (l6 71 4.9 8 0 2.1 124 aa 1 2 0. 8 80 2. 7 8 8 ・L2 

計
L440 100.0 l440 100.0 1440 100.0 L440 10 0.0 3.794 lOUO &874 100.0 2.9 60 10 0.0 2.842 100.0 
(24.00) じ24.00) (24DO) (24.00) 

（ ）内は何時間何分
1

2

3

7

1
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身長•体重の平均値は表 2 のとおり男 l 6 0.4,cm. 

5 6. 8 均•女は 14 9．四nの 5L 2~ •男女平均で

は 15 5. OC17Iの54,. 0~であって，昭和 3 9年度国

民栄養調査成鑽における同年令の計算による平均

体位の身長男 161.3cm •汝 1 s o.ocm，体重男 56. 

6~ ・女4, 9. 8~ と比較すればほぽ等しい値であ

り、又 19 6 3年栄養審議会発表の 1970年の日本

人体位による同年令計算による平均体位の身長，

男 163．的n・女1so.6cm,体重の男 58. 6 k9・女

5 0. 8~に比較すると女子体重以外は低い値を示

しており， 10月は男女平均で若干の9のびがみら

れた。

生活時間は表3のとおりで， 5月の男で収入の

ための生活時間は最高 68 0分，最低4,5 6分で

乎均が 56 8分， 1日 24時間の 39. 4, %を示め

1 0月は 22分少ない 54, 6分で 1日の 3 7. 9 t1J 

を示めている。

女の収入のための生活時間 5月は最高 4 7 0分

最低 320分で平均4,18分， 1日の 29. 0伶を示

め， l0月は 5月より 0 7分少なI,ヽ 85 1分で 2

4 4外である。男に比べると 5月は 2時間少なく

l Cl月は 3時間 15分少ない。実働時問男女比は

5月 58 : 4, 2, 1 0月は男女差が著しく 61 : 

3 9であり，春の農作業準備期より秋の収穫後調

整期が作業時間少ない結果である。

生理的生活時間男の 5月では最高 6 7 3 分•最

低 55 7分で平均 61 3分， 1日の ‘&6鳴そのう

ちすいみんが4,g 8分の 34,. 6伶であり 10月は

ほぽ同時間の 61 9分で，すいみんは春より 1 6 

分多I,ヽ 5l 4,分である。

生理的生活時間女の 5月では最高 64, 6分，最

低4,7 5分平均 55 7分で 1日の 88.7伶そのう

ちすいみんは男より 50分少ない4,4, 8分で 31. 

1伶を示め， 10月は 5月より 10分多い 56 7 

分， 39. 3伶でそのうちすいみんは 5月とほぽ同

じ時間で男より 70分少ない 44 4分， 1日の 8

o. 8'Iiである。

すいみん時間の男女比は5月 58:}7,... 

月はf¥4, : 4, 6である。

家事的生活時間男の 5月では最高 l! 8 分•最

低 0分平均4,6分で 1日の 8.2外を示め， lo月

は4,2分の 2.9'1Jである。女の 5月では最高 lヽ6 

7分，最低 64,分で乎均は男の約 7倍にあたる 8

l l分で 1日の 2l. 6'I,を示め， lO月では男の

約 8倍にあたる 842分の 23. 8．伶で，そのうち

最も多く費される時間は食事準備、後片付けであ

る。

文化的生活時間男の 5月では最高 32 5分で最

低 lO O分平均 2l 3分で 1日の l4. 8'I,であり

そのうちテレビ等の教養娯楽が l2 4,分である。

l 0月は 5月より 20分多い 23 3分の l6. 2各

でそのうち教養娯楽は 5月より lo O分多く皮面

休息時間が減少しており，この点は女も同じ傾向

である。女の 5月では最高 25 7分，最低 70分

で平均は l5 4,分の l0. 7 %であり， lO月は 5

月より 26分多い l8 O分の l2. 5 ti,で，これの

男女比は 5月 58:42,10月は 56 : 4, 4,と

5 月より若干均衡が保たれている•

総体的に男女とも 5月より l0月の収入のため

の時間が少なくなっており，生理的時間は逆に 1

0月が若干多くなっている。家事的生活時間の男

は lo月が少なく，女では l0月が多くなつてお

り』文化的生活時間は男女とも lO月が 5月より

多くなつている。

収入のための生活時間と生理的生活時間（すい

みん）の関係については 5月， l0月とも有意な

相関関係が認められなかつた。
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収入のための生活時間と家事的生活時間の関係

(5月）
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収入のための生活時間と

家事的生活時間の関係につ

いては図 l • 2の如く 5月

が相関係数 Cr)-o.9 1 7 

と司成り高く危険率 (a)

1%で有意な相関関係が成

立し， l0月は r=-o.439

で有意な相関はみられなか

った。労鋤時間が長くニネ

ルギー代謝の高い 5月は労

慟時間が長い程家ヰ的生活

時間が少なく，このことは

労働のしわよせが生活環境

監備の時間を少なくし，な

かでも食生活の調理形態の

簡易化にも関連のあるもの

と考えられる。

女の場合生産のための生

活時間に非生産時間である

が，家事的生活時問の家事

作莱時間を含めた労働時間

が 5月では 68 6分Ci 1時

間 2 6分）で男の同時間 6

0 2分 (l0時間 2分）に

比較し 1時間 24分多く又

l O月では 5月に比べ少な

くなってはいるが 59 7分

(9時間 57分）で男の同

時間 5 6 l分 (9時間 2 l 

分）に比べ 3 6分多い。こ

のように労働のしわよせが

婦人のすいみん•文化的生

活時間に現われ晨村生活の

近代化に今後改善を要する

問題である。

10 

分

゜分 100 200 500 400 500 600 700 800 900 1.000 1.100 

収 入 の た めの生活時間
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図 3 労傍時間（生産のための時間＋家事作業時間）、
と生理的生活時間（すいみん）の関係

(5月）
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と生理的生活時間（すいみん）の関係

労働時間（生産のための

時間＋家事作莱時間）と生

理的時間（すいみん）の関

係は図 3 • 4のように 5月

ではr=-0.0 B 2, l o月

r=-0.6 6 7と何れも a=

O. 0 lで有意な相関関係が

成立L，又労働時間と文化

的生活時間の関係も図 5.

6の如く 5月でr=-o.s

l 5 (a= o. o 1) 1 o月

エ＝ー o.4s s Ca= o. o 

5) とともに有意な相関が

認められた。

生産のための生活時間で

主作業は 5月男で農道つく

り，田植え，小豆まき，畑

苗代管理，代かき，耕運機

での開田（乍莱，山林の歩道

•男

°女

n = 18 
r=-0.667（i.= 0.11で有意）
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(l 0月） 手入れ，杉おこし，山菜採

取である。女の主作業は種

子の覆土、代かき，種まき，

山菜採坂と後処理等でこの

時期は山菜の最盛期で殆と

の者が山菜採りを行ってい

た。 lO月の男では精米，

調整，田畑の盤理が主で女

は精米，調整，薪とり，か

ゃかり，きのこ採り等であ

った。
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(2)消費熱逗と摂取栄養量

基礎代謝を身長•体重より求めた体表面祖から
．． “圧倒的に多i(梢撰されている。各分顔奪の消費熱

'量順位ほ努廿収入のだめの時間＞生理的寺贔'J>文

化的時「直＞家事的時間，女では収入のための時間

＞家事的時間＞生理的時間＞文化的時間となつて

算出すざと表 2のとおり 5月では男 o.9 6 1 •t.e.ym:ln 

女 0.79仔a/ml.nで 1963年栄養審議会発表 19

な 70~推測標準体格日本人の基礎代紺による同年
冷平均直男 o.i) 9 ca.i/m.1n,女 0.80~／皿n より
．低い値tある。

消費熱量は表 2 •3 のとおり男の平均値 5 月．
~:il,7 g 4, cal，女2,96 o cal, l o月の男 3,37 4, 

cal：→，女 2,s4, 2 cal と5月の主作業平均ニネル

ギー代謝率およびすいみんを除く 1日の平均ニネ

ルギー代謝率が lO月より高く従つて熱蓋も 5月

，．が多く消費されている。これを生活時間分類での

消費状況をみると 5月では男収入のための時間に

2,6 6 o ~a 1．総消費熱量の 7o. 2伶，女 l,5 2 O 

cal U) 5 L 4, %, l O月は 5月より少なく男 2,

2 S-5 cal 6 o. 2'1,、女1,al o cal の4,6.1 

伶である。生理的時間の 5月は男 650calの l

7. l伶女は 499cal の 16.9'1,,10月の男

は 61 6 calの18.3'1,,女は4,9 3・ cal の 1

7.8伶と消費熱量は lO月が下回つている。家事

的生活時間の 5月は男で1s 9 cal の 5.0伶．

女 7・ '14,Ca.l の26. l伶． l0月は男 l65oa.l

の4,.9伶、女 856calの3o. 1 %と女の熱葦が

いる。

男女の労働時間（生産のための時間＋家事（分棄

時間）による消費熱量を比絞してみると 5月は男

2,a o o cal,女2,2o 4 call o月で男 2132 5 cal 

女 1,96 4, cal である。女は基礎代翻，•ニネルギ

一代謝率も低い関係もあり女の消費熱量は男より

5月で 602cal少なく又 lo月は 36lcal 少

ない値を示しているが，男女それぞれの総熱量か

ら消費されている比率は 5 月で男？ヽ l痴•，女 7 と 5

tfi,10月では男 68.9伶．女69.1伶とほぽ同じ

消費率を示め注目される点である。すI,ヽみんを除

いた 1・日の平均エネルギー代謝率は 5月で男2.3

8女は 0.28少ない2.1-0,10月では男 2.20,.女

は 0.2'I少ない L93と何れも女が低率であり，総

熱量から消贅される比率は男女ほぽ同率であるか

ら従つて労働時間が女子が長い結果となる。

労慟時間とすいみんおよぴ文化的生活時間の相

関性を考えると，農村婦人の生活改善と健康を守

るうえから労鋤時間，一労鋤強度の問題が提起され

よう。

表4 摂•取熱董と消畳熱量

性 月 楽 液※ 消賓熱量（クイム！消費熱量に対

別 9BlJ 摂取食事総量 摂取熱量 労慟強度別熱 スクデーRMR計算I する摂辰熱量， cal 量所要量〇よ による） cal 率 ¢ 
， 

平均値，
5 2388 2.9 5 5 3,34,6 3 7 9 4 7 7. 9 

男
:10 2 8 2 5 2,666 311 3 3 3 7 4, 7 9. o 

範 囲
: 5 l,6 13 !,O 4< 8 uo'1 

10 L586 2,259. 3,115 

平角値． 5 1.'14, 9 2.0 83 2.6 2 0 2.9 6 0 7 o. 3 

女
..LU 0,a Q_” "一6 0 0 &5 6 8 2.8 4, S 9 1. 5 

範 囲
'5 l.4, 2 3 1,7 6 6 15 1 4, 
10 1,5 1 7 1.2 9 3 z.o O 8 

男 平均値
!5 2,0 8 7 2,5 18 2,9 8 3 3,3'18 ？と 5

女 10 2.3 0 6 2.6 3 3 2.8 3 8 3,10 g 8 4,.'I 
乎 5 2,4, 0 3 2883 2,0 5 l 
均，範囲・ io . 1,`？令0..ー・ ・・ • ". & 8 5",_ —•• ．．疇● • .... 3,1,.6.4 ・- ← i 

※米のみ炊飯量（ご飯量）その他は原食品量 漱※各自主作莱乎均RMRによる労働強度別熱量所

要豆の平均（昭和“年基準）
範囲＝最大値ー最小値 範囲から標準偏差（クーヌィュ）係数． 5 月⑮•11名 8.2 • 10月〶·9 名） 3.0



I t:::―摂取熱羞と消費熱簸については表 4のとおり摂

，；取熱最は5月でほ男・2;9.55、cal, 女2，03 2cal 

: _'!'で実際に消費された熱嚢は男 3,79 4,cal, 女2,9

~·· 6 o calと何れも摂取熱量が少なく 1 0月につい

、いても同様男女とも摂取熟量が少ない。これを消費

r 熱量に対する摂取熱量の充足平からみると 5月で

男 77. 9外，女はそれより低い?0.¥1痴となっており

1 0月では 5月より高率を示し男 79,0伶，女はそ

れより高い 9.1.5</Jであるが，何れも消費に対し摂

取熱量が充足されない結果で労鋤に必要な熱羹を

無視されている現状にあり，特に春の晨繁期に女

の場合 70 ％の熱量しか確保されていない。秋の

1 0月には 91.5%の充足率と比較的高率を示しで、ヽ

-24,8— 
るがこれらば瘤恥迪応した熱益即ち食生活が行われ

てないととに1也ならない、又範囲からみて旬成り

の個人的格差があり今後改善を要する問題と思わ

れる。

熱温充足率とごはん摂取足の相関図は図 7の如

く5月， 10月でr=+G.4,67 (a=o.01) で有

意な相関がみられ，米の摂坂によって熱誠を補給

されている傾向にあり，今後カロリー源としての

米の問題と関連のうえ脂肪摂取向上による労働の

ニネルギー源として改普されることが望ましいと

考築される。

図 7
熱彙充足率とごはんの摂取彙の関係

(5 月 •1 0月）

n = 40 

r =+0.467 l ＝ヽ0.01で有意｝

・男

0女

130 

120 

熱 110

量

充10 

0

0

 

9

-

8

 

足

率 .. 
゜゚70 

．
 
．
 

5
 

4

鴨

600 800 1000 1200 1400 1600 1 BOO 2000 

ど は ん の 摂 取 量



表 5 摂取栄養量と所要栄養量

• ! ， ＇蛋白質 I 動蛋脂肪，カルシ
鉄喝l

ピ ク ミ ン
殻比I i 動蛋比月 別： 9， g g ウムm'J

: i '  A ]lJ'B1 喝 B2 咤 c叩 伶伶

5 ＇ 9 9.5 4, 1.8 i 3ふ8 7 4 l 2 2.8 3,3 o l 1.14 1.84, • 14'8 . 6 9.1 ― 
41.3 

摂取栄養簸 ！ ： 

10 8 7.5 2 7.6 : 8 6. 8 6 2 6 l 7.8 1,309 l.O g 1.15 198 6 4.5 
↑ 

3 2.8 

！ 5 ！ 7 9.5 6 1.7 3 9.3 1,2 7 9 2 4. 7 6,84 3 0. 9 7 1.4 2 3 8 0 3 3.4 3 8.1 
＇範 囲
I ： l 0 i 4 H.4 17.l o 1.2 I I 8 0 9 2 4. 8 4. 7 9 2 1.0 6 l.O 0 8 0 0 -2 2.3 8ム7

男

；所要栄養量：
5 8 6.3 3 4. 5 5 6.3 ! 7 o o I l 0.0 2,0 0 0 1.6 7 1.6 7 ． 6． 5 6 0.0 4 o.o 

；濠； 1 0 7 8. 0 | 3 1.2 : 5 2.0 700 l 0.0 2,000 1.5 6 I 1.5.6 6 5 o o.o I I 4 0.0 
I 

所要栄養量＝ 100伶：
5 l l 5. 8 ! l l 9. 7 I 6 0.9 1,0 5 8 2 2 3.0 16 5,1 6 8.8| 8 0.2 2 2 79 11 s.2 I 1 o 3.3 

．． 

'!  ＇ l 0 112.11 88.4 6 9. 8 8 9.4, l 7 8.0 6 5.4 6 9.8 7 3.7 8 0 4.0 l O 7.5 8 2.0 
， 

： ！ 5 7 5. 9 ! 3 3.8 2 1.8 5 3 8 1 7.4 &7 49 0. 7 9 0.9 9 125 7 0.4, 4.2.? 

| 摂取栄養量，| 
10 8 6.6 8 0. ? i 2 l.? 6 7 9 17.4, 1,8 02 1.0 2 1.1 3 194 6 6.9 3 3.4 

！I 範
．． 

囲 l
5 8 0.1 6 0.8 4, 1.7 1,2 5 9 . 2 o. 0 5,984 1.0 5 1.5 7 2 8 6 2 3.3 2 9.8 

I 10 5 8.4, 5 1.8| ， 3 9.6 1,0 8_ ・・ 2 • 2 8. ? 公124, L?5 1.4, 5 8 2 2 5 0.5 5 3. ? 
女

]所要栄養量i
2 7.2, ！ 6 i'f 0 l 0.0 1.3 4, • 1.3 4, 6:0. .6 0. o 4 0.0 5 6 7.9 4, ぅ 8.5 2,000 

※ i  RO 7 2.0 2 8.8 4 3.o 60 0 ・.・・、 l0.0 2,000 1. 8 0 l.3 O 0 0 6 0.0 4 0,0 

所要栄養量＝ 100伶 I
5 111.8 1 2 4,.3 5 0.1 8 8.. 8 l 7 4. 0 l 3 7.5 5 9,0 7 3. 9 2 0 8,3 ll 7.3 l O 6.a 

10 12 0.2 l O 6.6 5 0.4 11 3.1 1 7 4.0 6 5.1 7 8.4, 8 6. 9 3 2a. II l lL5 8 3.5 

1摂取 栄養量 I1 
5 8 ?. ? 3 7.6 2 8.1 6 3 7 19.9 8,0 24 0.9? 1.1 7 l 3 7 6 9.8 4 2.0 

10 8 7.1 2 9.2 2 9.0 6 5 3 l 7.4 1,3 0 5 1.0 6 1.14 1 9 ．6． • 6 5.7 3 3.1 

男 5 9 7.8 , 7 0. 6 4, 5.3 1,4 9 9 ・・、 2 7.5 6,580 1.4, 4, 2.0 l 380 8 3.4, ;I 8.1 
範 囲

女 10 6 5.7 5 1.3 6 2.7 1,0 8 2 2 5,4, 今86 8 1. 7 5 1.5 4, 322 5 0.5 5 3. 1 
I •一

乎 5 7 7.1 3 0.8 4 9.9 6 5 0 l 0,0 2,000 1.5 0 . l. 5.0 6 8 6 0.0 4, 0.0 

均 ！I所要栄養※量，i 10 7 5,0 3 o.o 4 1.0 6 5 0 l o.o 2,000 1.4, 8 l.i a 63 ',6 o.o 4, 0.0 

i所要栄養量＝ lO 0剥
5 l l 3.'l 12 2.1 5 6.3 9 8.0 , lg 9,0 15 l.Z 6 4.7 7 8.0 2 l 7.5 11 6.3 10 5.0 

., 

10 I 116.1 9 7.3 6 l.? l O 0.4 l 7 4.0 6 5.2 7 4.l 7 9.7 3 11.0 J l O 9.5 3 2.8 
＇ 

i I 

・ー
2
4
4
,

※各自主作薬平均RMRによる労働強度別熱量所要量の平均（昭和4,5年度基準）、最大値ー最小値＝範囲 範囲から標準偏差係数（クーヌィエ）
5月（各11名） 3.2,1 0月（各9名 3.o



各栄我索の概取泣と所要栄養羹については表 5

にみられるとおりで，労鋤強度別平均所要丑に比

較すると 5月の男では充足されている栄費素は蛋

白買，動蛋．カルツウム、鉄，ビタミンA，ビク

ミン 0 で充足平~) 1 s of以上の鉄、ビタミン A

ビクミン 0は 5月の山莱最盛期という点から野菜

の殆とを山菜に依存し•特に緑黄色野傘ノ1ヽレーブ
に属している葉山菜の叩．今ュり多い結果と考えら

れる。布疋千←）の栄養索は脂肪，ピクミ:A31・ビ

クミン所である。女については（サ蛋白買，動蛋，

鉄，ビタミン A 、ピクミン 0で(-)の栄養素は脂肪

カルシュウム A・ビクミンB1・, I::・クミ辺2で特に少な・

し，”:J:.脂肪の一 50伶，ビクミ:A31-4, 0 t/Jであ

る。 10月男は充足亭仕》ま蛋白買，鉄、ピクミン

0で←）は動蛋，脂肪．カルシウム・ピクミンA.

ビクミソ131,I::・クミンB2で春は山菜に依存していた

カルシウム，ピクミンAが低擬辰亭を示してビクミソ

図8 身体症侯および自覚症状発現率
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0の蛤源t・エ秋の収穫野菜でらる•その他の野菜グル

ープの喫食丑多い結果である。女の l0月仕）は蛋

自買，励蛋，カルツウム．鉄．ビクミン 0召―‘....

脂肪，ビクミンA,ピクミンB”.c:.クミンB2であ

り総体的に労岬・ニ活の原動力である熱巌、1脂肪

-...びビクミン群のピクミンA，ビクミンB1、ビ

クミ滋2が充足されておらず，又熱量充足亭とご

はんの相関がみられるように白米に依存している

傾向が強く，炭水化物摂取に伴うビタミンB1も5

月男女平均〇｀ 7，，， ,l 0月 7 lヽ，，，・ピクミン

B25月乎均'l8.0，，，・ l0月 79. 7，，，より摂取さ

れていないのは図 8のとおり自覚症，現症状の発

現率を高めておるものと考えられ，晨村健康保持

のうえからもバランスのとれた食生活改善の必要

性が痛感されるn

(3)身体症候および自覚症状

図8の如く栄養欠陥に関係があると考えられる

身体症候の有症率（有

症者の割合）は 5月で

男 lO o.o伶，女 9.0.9 

，，，と殆との者が何らか

の症候を示しており又

症候別にみるとビクミ

ンB群欠亡時の症候と

関係ぁるとみられるロ

角炎男？ 3，，，、女5 5 

伶，ひ腹筋圧痛は男 l

8 ti,，女 55'/,と多く

次いで貧血が男 9ヽ，，， 9

女4,5，，，の発現率がみ

られた。これを昭和 3

9年度国民栄養調査の

身体症候発現率の有症

亭 l8. 6，，，，貧血l.8 

，，，•口角炎 3. 5，，，，け

ん反射消失 7.8，，，・ひ

腹筋圧痛 3.9％に比較

すると圧倒的に多い発

too 

現率である．

l 0月は有症率男合

ヽ弧，女56伶と減少

． ＇ ・

P
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し各症候別の発現平返＇おい’`•'
てもひ腹筋圧痛の男を除ぎ虹' , 3,,'、

←ベマがほぽ半減しだ2沿‘:..、自覚症状

匂，の心ほ例＇干` •ぶ目に降 ：． 

雪があり翌年4月迄交通機・ •わ

関が途絶し又Ii月から 4.:

月迄男子の出稼が多い関係・

で冬期間中の食生活の影響

が栄養状態を支配している，

ものと推祭されるが，今後、

冬期間中の栄養摂取状況を

把握調査し実態を明らかに

せねばならない問題と思わ

男

ー

女

ー

・

男

i

．．
 

、

‘

^

＇ 

｀
 

"

,

J

 

56 

:、

i 

一．
9,  

．ヽ

’皿四闘：炉
•一男·

f仁コ女

,・←` 

息切れ女5.
、'.•'',,.

9,..  

5 

疲れる男 10
．女 5|

, 1 0 

55 

、955 ・`、

麟。

自覚症状については疲れ

るが最も多く，tごらくらみ

めまいの順で濃夫症的症候；・..‘

がうかがわれ．：身体症候同

様女子の自覚症発現率が高

く，又 5月に比""-i b月は

減少している。これらは所

要栄養童と摂取栄蓑蓋のア

ンバラ、ノス特に脂肪による

カロリーとビクミン B群の

摂取が望ましく今後の改菅

が必要と考察される。
←‘lゞ

.;•. •”• • • 5,:’ 

A ’̂;[Vj ！ま．と

秋田県の山村（開拓地）の生活時間と消費熟量

お訳ぴ摂取栄養量調査を実施した結果次のとおり

であるら＇•；:· •:J • ; 

'~i)平均体位は栄養審議会発表の l 9 7 0年の日本

入体位による同年令計算平均体位の身長男 168.8 

cm ｀女i’50.6虚，体重男 5 8. 6埒・女 5o. 8邸に

比べ 5’ 月10月とも男は下回つており，女は士 l

祐内でほぼ同じ値を示しておる。

: (2)生活時間で収入のための生活時間は 5月男で

は 56 8分で24,時間中の 89.4伶を示め，女は 4

t 8分の 29. o伶であり， l0月は男で 22分女

で 6 7• 分少なく生産のための労働時間が 5 月より

20 5 0. 40 ,o 60 70 80 
, 9 

90 -
.
 

．．
 

ロ

.. 、
口
．ー

~/” 

•E 

め
9,.,  

似~，

減少しておる。

'・緊，i謂藍鯰＇和嚢時間 '9ど．家事（乍莱時間を含めた労
0.",J;森，吐？［＇ ＇勘•'・＇，ぶ・，，• ．,・' 

鋤時間が5月は女で 68’6分，男の同時間 60 2 

分に比較し 84分多く l0月では同様 24分多い
9..̀  • 9in. 9,  

又労働時間を生理的時間のすいみんおよび文化的

生活時間と相関関係が成立し，労働のしわよせが

すいみん，文化的生活時間に現われている。
．； ・！ぶ・‘・： ：『：忍．―・凡

(4)消費熱量平均値・;iまi5}手で甥は3,7 9 4 o al，女

2,9 6 o oa1・ であり，生産のための時間に総熱量

の男は 7 0, 2 %,女は 5 1. 4％を消費されており

l 0月は 5月に比べ男 42ooal,女 11soal

それぞれ少なかった。

(5)生産のための時間と家事（乍莱時間を含めた労

働時間による消費熱嚢は何れも女より男が多く消i

費しているが、それぞれの総熱量から消費比率を



みると 5月で 740j,,10月で 69 ％と男女ほぼ

同率である。

(6)消費熱最に対する摂取熱足の充足率は男女乎

均 5月で 74.5"/4,10月は約 l0％高い 84. 7 

伶であるが何れも労鋤，生活に必要なニネルギー

が確保されてない状態にある。

又熱量充足率とごしまん摂坂逗の有意な相関がみ

られるよう．tこ熱最の充足は白米に依存してる傾向

にある。

(7)所要栄養要に対して摂取栄養蓋は 2回の男女

平均とも脂肪が約4,0 %'ビクミンB1約 30伶，

ビタミンB2約 20 9'それぞれ不足し他の栄務素は

ほぽ充足されている。ビクミン Alま葉山莱の最盛

期である 5月は充足されているも l0月は約 35 

伶不足している。

(8)身体症候については有症率 5月で男 1001,

女 9l伶， l0月では男 44伶，女 5 6伶と減少

はしておるもかなり高率をしめ，ビタミンB群の

欠乏時の症候が多く特に女子の発現率が顕著であ

る。
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本調査にご協力賜った，雄勝農林事務所保健婦

松坂氏および当研究所母子衛生科長小西博士に感
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